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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結

累計期間
第63期

会計期間
自平成29年10月１日
至平成30年６月30日

自平成30年10月１日
至令和元年６月30日

自平成29年10月１日
至平成30年９月30日

売上高 （千円） 5,002,258 5,875,586 8,240,588

経常利益 （千円） 90,032 255,868 329,201

親会社株主に帰属する四半期（当期）
純利益

（千円） 84,012 182,050 259,672

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 63,192 179,606 239,420

純資産額 （千円） 3,406,760 3,687,380 3,582,988

総資産額 （千円） 7,813,190 9,212,917 7,849,392

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 96.68 210.73 299.48

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 43.6 40.0 45.6

 

回次
第63期

第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成31年４月１日
至令和元年６月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △180.26 △111.32

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　　　４．当社は、平成30年４月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。これに伴

い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益及び１

株当たり四半期純損失を算定しております。

　　　　５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第64期第

１四半期連結会計期間の期首から適用しており、第63期第３四半期連結累計期間及び第63期に係る主要な

経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態につきましては遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較

を行っております。

 

(１）財政状態及び経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間の建築業界では、東京五輪関連の工事が終盤に入り、消費税率引き上げに伴う駆

け込み需要も収束する等、工事需要に鈍化の兆しが見え始めています。大手ゼネコン８社の国内受注見通しも

６年ぶりに低水準になるものと見込まれています。しかしながら、依然として都心部中心にオフィス需要は強

く再開発事業が継続的に計画されており、一旦は需要が落ち着くものの、中期的には業界全体としては緩やか

な回復基調が続くと予想されております。また、足元では、労務逼迫による工事の遅れ等により業績の予測が

難しい状況が続いております。

　このような事業環境の中、工事利益の採算性に留意し、新築市場、リニューアル市場ともにバランスのとれ

た受注獲得のほか、直接受注の拡大、子会社とのコラボレーション推進等、中長期的な成長戦略も視野に業績

の維持、拡大に取り組んでまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は67億38百万円（前年同四半期比14.2％減）となりました。

売上高につきましては、58億75百万円（前年同四半期比17.5％増）となりました。利益につきましては、営業

利益は２億49百万円（前年同四半期比189.1％増）、経常利益は２億55百万円（前年同四半期比184.2％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は１億82百万円（前年同四半期比116.7％増）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（建設工事業）

　売上高は50億58百万円（前年同四半期比8.7％増）となり、セグメント利益は１億60百万円（前年同四半期

比141.7％増）となりました。受注高につきましては、57億39百万円（前年同四半期比19.3％減）となりまし

た。

（設備工事業）

　売上高は８億28百万円（前年同四半期比132.2％増）となり、セグメント利益は88百万円（前年同四半期比

350.2％増）となりました。受注高につきましては、９億98百万円（前年同四半期比34.0％増）となりまし

た。

 

　なお、当社グループは、完成工事物件の引渡しが第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に集

中するため、四半期連結会計期間の売上高には季節的変動があります。
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　財政状態については次のとおりであります。

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は76億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億12百万

円増加いたしました。これは主に未成工事支出金が増加したことによるものであります。固定資産は16億４百

万円となり、前連結会計年度末に比べ49百万円減少いたしました。

　この結果、総資産は92億12百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億63百万円増加いたしました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は50億82百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億43百万

円増加いたしました。これは主に未成工事受入金が増加したことによるものであります。固定負債は４億42百

万円となり、前連結会計年度末に比べ15百万円増加いたしました。

　この結果、負債合計は55億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億59百万円増加いたしました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は36億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億４百万円

増加いたしました。これは主に利益剰余金の増加によるものであります。

　この結果、自己資本比率は40.0％（前連結会計年度末は45.6％）となりました。

 

(２）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更

はありません。

 

(３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(４）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、18百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 3,460,000

計 3,460,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（令和元年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（令和元年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 901,151 901,151

東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
100株

計 901,151 901,151 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成31年４月１～

令和元年６月30日
－ 901,151 － 885,697 － 1,261,600

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成31年３月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

 

①【発行済株式】

令和元年６月30日現在
 

区分 株式数 (株) 議決権の数 (個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式 (自己株式等) － － －

議決権制限株式 (その他) － － －

完全議決権株式 (自己株式等)
 (自己保有株式)

普通株式    35,900
－ －

完全議決権株式 (その他) 普通株式   863,800 8,638 －

単元未満株式 普通株式     1,451 － －

発行済株式総数            901,151 － －

総株主の議決権 － 8,638 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式56株が含まれております。
 
 

②【自己株式等】

令和元年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社マサル

東京都江東区佐賀
一丁目９番14号

35,900 － 35,900 3.98

計 － 35,900 － 35,900 3.98
 
 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成31年４月１日から令

和元年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年10月１日から令和元年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年９月30日)
当第３四半期連結会計期間

(令和元年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 666,856 1,492,321

受取手形・完成工事未収入金 ※１ 1,880,739 ※１ 798,443

電子記録債権 ※１ 465,282 ※１ 683,652

未成工事支出金 2,894,088 4,339,712

材料貯蔵品 7,913 8,708

その他 281,634 286,025

貸倒引当金 △975 △664

流動資産合計 6,195,539 7,608,200

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 746,073 740,175

土地 447,020 447,020

その他（純額） 13,894 12,197

有形固定資産合計 1,206,989 1,199,393

無形固定資産   

ソフトウエア 26,059 21,059

ソフトウエア仮勘定 － 26,550

無形固定資産合計 26,059 47,609

投資その他の資産   

投資有価証券 22,529 19,007

長期貸付金 15,015 27,116

その他 455,617 383,955

貸倒引当金 △72,357 △72,363

投資その他の資産合計 420,804 357,714

固定資産合計 1,653,853 1,604,717

資産合計 7,849,392 9,212,917
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年９月30日)
当第３四半期連結会計期間

(令和元年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 800,070 752,138

電子記録債務 323,038 379,569

短期借入金 25,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 257,946 440,670

未払法人税等 34,759 15,087

未成工事受入金 1,888,309 3,227,294

賞与引当金 72,135 35,334

役員賞与引当金 32,198 －

完成工事補償引当金 12,761 13,162

工事損失引当金 18,481 22,861

その他 374,795 146,600

流動負債合計 3,839,496 5,082,719

固定負債   

長期借入金 385,288 401,198

その他 41,620 41,620

固定負債合計 426,908 442,818

負債合計 4,266,404 5,525,537

純資産の部   

株主資本   

資本金 885,697 885,697

資本剰余金 1,261,600 1,261,600

利益剰余金 1,551,439 1,647,077

自己株式 △117,151 △105,953

株主資本合計 3,581,584 3,688,420

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,403 △1,039

その他の包括利益累計額合計 1,403 △1,039

純資産合計 3,582,988 3,687,380

負債純資産合計 7,849,392 9,212,917
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年10月１日
　至　令和元年６月30日)

完成工事高 ※ 5,002,258 ※ 5,875,586

完成工事原価 ※ 4,209,580 ※ 4,898,672

完成工事総利益 792,677 976,914

販売費及び一般管理費 706,532 727,868

営業利益 86,144 249,046

営業外収益   

受取利息 221 263

受取配当金 1,414 500

受取賃貸料 2,326 1,646

技術指導料 2,658 4,796

その他 3,368 3,762

営業外収益合計 9,989 10,968

営業外費用   

支払利息 3,797 3,246

その他 2,304 900

営業外費用合計 6,101 4,146

経常利益 90,032 255,868

特別利益   

投資有価証券売却益 34,810 －

特別利益合計 34,810 －

税金等調整前四半期純利益 124,843 255,868

法人税、住民税及び事業税 3,589 45,394

法人税等調整額 37,241 28,424

法人税等合計 40,830 73,818

四半期純利益 84,012 182,050

親会社株主に帰属する四半期純利益 84,012 182,050
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年10月１日
　至　令和元年６月30日)

四半期純利益 84,012 182,050

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △20,819 △2,443

その他の包括利益合計 △20,819 △2,443

四半期包括利益 63,192 179,606

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 63,192 179,606
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 ※１ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、当四半期連結会計期間の末日が

金融機関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日

満期手形及び電子記録債権の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年９月30日）
当第３四半期連結会計期間
（令和元年６月30日）

受取手形 4,000千円 1,000千円

電子記録債権 2,570 4,678

 

 　２ 運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。この契約に基づく

借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年９月30日）
当第３四半期連結会計期間
（令和元年６月30日）

当座貸越極度額の総額 800,000千円 800,000千円

借入実行残高 － －

差引額 800,000 800,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年６月30日）及び当第３四半期連結累計

期間（自　平成30年10月１日　至　令和元年６月30日）

　当社グループは、完成工事物件の引渡しが第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間に集中

するため、四半期連結会計期間の完成工事高及び完成工事原価には季節的変動があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年10月１日
至　平成30年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年10月１日
至　令和元年６月30日）

減価償却費 15,999千円 21,081千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
 (決議)

株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年12月22日
定時株主総会

普通株式 71,873 16.0 平成29年９月30日 平成29年12月25日  利益剰余金

（注）平成30年４月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。「１株当たり配当額」につき

ましては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の取得及び処分）

　平成29年11月27日開催の取締役会決議に基づき、自己株式200,000株の取得を行いました。また、平成

30年１月19日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式15,000株の処分を行って

おります。

　この結果、当第３四半期連結累計期間末において自己株式は117,151千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年10月１日　至　令和元年６月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 (決議)

株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額 (円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年12月21日
定時株主総会

普通株式 86,139 100.0 平成30年９月30日 平成30年12月25日  利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注） 建設工事業 設備工事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 4,653,199 349,058 5,002,258 － 5,002,258

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 7,857 7,857 △7,857 －

計 4,653,199 356,915 5,010,115 △7,857 5,002,258

セグメント利益 66,508 19,636 86,144 － 86,144

　（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年10月１日　至　令和元年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 建設工事業 設備工事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 5,058,626 816,960 5,875,586 － 5,875,586

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 11,890 11,890 △11,890 －

計 5,058,626 828,850 5,887,476 △11,890 5,875,586

セグメント利益 160,727 88,409 249,136 △90 249,046

　（注）１．セグメント利益の調整額は、たな卸資産の未実現利益の調整額△90千円となっております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年10月１日
至　平成30年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年10月１日
至　令和元年６月30日）

１株当たり四半期純利益 96円68銭 210円73銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益
（千円）

84,012 182,050

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益（千円）

84,012 182,050

普通株式の期中平均株式数（株） 869,002 863,914

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成30年４月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。これに伴

い、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しており

ます。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

令和元年８月８日

株式会社マサル

取締役会　御中

 

東陽監査法人
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 金城　保　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 早﨑　信　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マサ

ルの平成30年10月１日から令和元年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成31年４月１日から令

和元年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年10月１日から令和元年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マサル及び連結子会社の令和元年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社マサル(E00254)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

